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講 演（単） 「西塚古墳の整備に向けて」福井県若狭町歴史文化課『西塚古墳

の発掘調査について』若狭町法順寺 

2020．8 

講 演（単） 「古墳調査報告会総括」福井県坂井市文化財保存活用地域計画

策定ワークショップ、福井県坂井市鳴鹿コミュニティセンター多目

2020．11 



的ホール 

講 演（単） 「史跡上ノ塚古墳・糠塚古墳」福井県若狭町令和三年度第一回歴

史環境講座、若狭町脇袋古墳群 

2021．9 

講 演（単） 「埴輪が語る出雲と王権」古代出雲文化シンポジウム、雲南夢ネ

ット木次局内スタジオ 

2021．11 

講 演（単） 「周防の大豪族降臨－天王森古墳出土の埴輪のかがやき－」ス

ターピアくだまつ 

2022．9 

講 演（単） 「丹後三大古墳の時代」第150回埋蔵文化財セミナー、京都府埋

蔵文化財調査研究センター、アグリセンター大宮 

2022．11 

講 演（単） 

 

 

講 演（単） 

 

 

講 演（単） 

 

 

講 演（単） 

 

 

講 演（単） 

 

講 演（単） 

 

 

講 演（単） 

 

 

講 演（単） 

 

 

講 演（単） 

「西濃の古墳時代」岐阜県大垣市古代史講座、大垣市歴史民俗

資料館 

 

「現地説明会『上ノ塚古墳』」令和５年度福井県若狭町第一回歴 

史環境講座 

 

「若狭の古墳の特色」令和五年度花園大学歴史博物館秋季企画展フォ

ーラム 

 

「あらためて問う。前方後円墳から何が語れるか？」向日市永守重信

市民会館第二会議室

 

「松本古墳の埴輪と倭王権」福山市西部市民センター多目的室

 

「大王墓の埴輪」令和五年度世界遺産「百舌鳥・古市古墳群」の魅力

を味わう市民講座、羽曳野市立陵南の森公民館 

 

「王権の埴輪生産と古代吉備勢力」岡山シテイミュージアム４階講義

室 

 

「進む若狭・越前の古墳研究と近江の古墳」高島市歴史講演会、今津

東コミュニティセンター 

 

「日本海三大古墳が丹後に築かれた意味」京都を学ぶセミナー[丹後

編]、京都学・歴彩館大ホール 

 

2023．6・7 

 

 

2023．9 

 

 

2023．10 

 

 

2023．10 

 

 

2023．12 

 

2023．12 

 

 

2024．1 

 

 

2024．2 

 

 

2024．7 

講 演（単） 

 

「前方後円墳に何を読み取れるか」はびきの市民大学、LIC はびきの

３階視聴覚室 

2024．8 



講 演（単） 

 

「意外にすごい若狭の古墳」パネラー、福井県立三方青年の家多目的

ホール 

2024．10 

講 演（単） 

 

「プレミアムな若狭町の歴史文化遺産の未来」パネラー、リブラ若狭

講堂 

2024．11 

講 演（単） 

 

「継体大王を支えた若狭の大豪族の墓～下船塚古墳のかがやき～」令

和７年度第３回若狭町歴史環境講座（古墳文化分野）、若狭町歴史文化

館講堂 

2025．11 

講 演（単） 

 

「荒蒔古墳の形象埴輪－葬具になったはにわ人」歴史フォーラム「“穂

積”の地の古墳を探る～星塚古墳・小路遺跡と荒蒔古墳～」なら歴史

芸術文化村 芸術文化体験棟１階大ホール 

2025．11 

講 演（共） 

 

「講座 古墳の魅力、楽しむ方法を学ぼう！！」坂井市、高椋コミュ

ニティーセンター大会議室 

2025．11 

講 演（単） 

 

「木津川地域の後期・終末期首長墳～音乗谷古墳と石のカラト古墳～」

木津川市ふれあい文化講座令和７年度第３回、加茂文化センター 

2026．１ 

講 演（単） 

 

「小浜市周辺の６世紀の古墳」福井県立若狭歴史博物館主催わかはく

講座「令和７年度若狭地方における発掘調査の成果」福井県立若狭歴

史博物館講堂 

2026．３ 

講 演（共） 

 

「大学がキャンパスを発掘する意味－研究教育・文化遺産」ハリス理

化学館同志社ギャラリー、キャンパスの遺跡からみた京都 

2026．３ 

 

 


